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ＲＤＴ(粘性ダンパー)

鉄筋ブレース補強
＋

合板張り補強

水平構面の確保耐震要素の追加

  可逆的補強 (取り除けるか)

大地震動時の応答せん断力

維持管理

耐 久 性

施 工 性

後年の耐震性能の修正

構造補強として適切か

  外観に与える影響

遺構保護

二重 三の肘木伏図

初重 二の肘木(天井面)伏図

大地震動時の変形抑制効果

木部の定期点検
材質：ステンレス等の使用

ブレース：ターンバックル締め直し

木部と制震装置の定期点検

最新知見により想定地震動が変更になっても、
制震部材だけの取替えにより対応できる可能性がある。
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 木部は①②の考え方に則った補強が可能
であり、架構の当初性ができる限り保持で
き、③も満たす制震装置を取り入れる補強を
行う。 
筋違案も部材を集成材等にすることで③
の復原材と間違われないようにすることは
可能であるが、その他の復原材に与える影響
（ボルト穴など）が制震装置を加える場合よ
りも大きいため、制震装置の方が良いと考え
る。 
 初重の壁は、耐震要素として強度を確保す
る必要があるため、本来の土壁を「格子型木
造積層壁（鋼鈑プレート入り）」に代替する。
仕上げは、復原原案通りの漆喰仕上げになる
よう、下地の工法を選択する（木摺下地）。
これは、○３の考えによるもので（朱雀門の
復原時から守られている考え方）である。 
また、組物間の小壁も、組物の一体化のた
め木材に代替することで強度の不足を補う
ものとする。 
水平構面の確保のため、初重天井の上には
構造用合板を張り込む。二重組物の内部にも
水平構面が必要だが、小屋の内部は奈良時代
建築の特徴である大きな空間を再現するた
め鉄筋ブレースによる補強とする。 
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築地回廊

鉄筋補強 合板張り補強
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後年の耐震性能の修正

構造補強として適切か
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大地震動時の応答せん断力

大地震動時の変形抑制効果

木部の定期点検木部と版築の定期点検
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木部は、①②③の考え方に則った補強が可
能である。 
築地部分の版築は、大地震時に層間破壊に
より倒れる危険性が実験（1/3 振動台実験）及
び経験（兵庫県南部地震における重要文化財
西宮神社大練塀の倒壊）により認められるた
め、補強が必要となる。 
②にある可逆的であることを重視すると、
炭素繊維による補強が妥当と考えられるが、
この場合は仕上げに影響が出る可能性が高
い。鉄筋による補強は可逆的ではないものの、
鉄筋を入れても版築そのものは行うことがで
きること、炭素繊維で補強する場合よりも仕
上工法の当初性が保てることから鉄筋補強の
方が炭素繊維よりも適当であると考え、鉄筋
補強を選択する。 
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上層床

内法鉄骨フレーム 鉄 骨

東西楼

合板張り補強
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床板 だぼ補強

耐震要素の追加 水平構面の確保 二階大梁の垂下防止

大地震動時の応答せん断力

  可逆的補強

維持管理

耐 久 性

施 工 性

構造補強として適切か
文化財に準ずる建造物の

  外観に与える影響

遺構保護

木部と鉄板部の定期点検・材質：ステンレス等の使用

後年の耐震性能の修正

大地震動時の変形抑制効果
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内法鉄骨フレーム

下層・上層共、同位置に補強
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木部は、側柱が元々掘立柱であったも

のを、復原では遺構保護のため、根入れ

が深く取れない構造にせざるを得ないこ

とや大梁の部材寸法が現行基準では許容

ぎりぎりの耐力になることから補強せざ

るを得ないが、壁などの耐震要素がそも

そも少ないことから、最小限の補強でも

意匠に影響を及ぼさざるを得ない。 

まず、一階の柱間に新しい耐震要素が

必要になる。これは、左図の位置に「鉄

骨フレーム」を入れることで補う。これ

は、いくつかの案のうちでも復原原案の

形状を最も守ることができるものであ

る。 

二階床の水平構面は、①を重視して太

枘と釘で固める方法を取る。この方法は

②の復原材を傷つけない、という所に反

するが、①の方がここではより重要と判

断した。太枘は、③に注意して、ステン

レス製とする。 

二階天井の水平構面は、①②③の考え

方に則ったものにできる。 

二階の大梁は屋根荷重と自重による撓

みが大きいため補強が必要で、これも見

えないところでの補強はできない。柱を

挿入するのが最も適切な対処であると考

えるが、その素材を③の考え方に則って

鉄製にする。 

 

なお、見えてくる鉄骨等については、

仕上げの色を復原の仕上げと同じ色とす

る等して、できるだけ目立たないよう工

夫する。 

 

上記は現段階で最善と考えるものであ

るが、東西楼については、施工までにま

だ時間があることから、今後さらに研究

を行い、見えないところでの補強の可能

性について検討していく。 
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